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呵
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鴎
灘

　
嚇
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講
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’
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毛
餌
矯
∴
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濫
耀
瀞
紅
藍
難
噸
遜
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響
謄

湖

海
“

＾
ノ
バ
国
・
．
呂
．
、
　
孚
ト
b
「
り
幽
．
・
・
　
　
∵

b

．
ノ

、
「
F

R
穣
…
墳
ρ
遅
－
㌻
d
．
h
黛
叢
、

．
　
声
．

雛霧灘灘
．
贈
和
・
．

臓
嶺

　
　
，
　
　
　
　
F

　
　
．

騨
∵

穂
∴ザ欝脚「r駅

㌧ギリ1噛　　　1ρ・一一

w議
，

業
轡

1’．搾1．尚

』
、

九
月
定
例
村
議
会
報
告
書

　
。
旧
名
成
歯
貝

策
に
つ
い
て
小
さ
い
こ
と
で
あ

る
が
昨
年
或
る
県
で
従
業
者
五

〇
～
一
〇
〇
人
程
度
の
工
場
を

四
四
誘
致
し
て
県
外
就
職
者

四
、
四
〇
〇
名
を
止
め
得
た
と

い
う
こ
と
を
聞
か
さ
れ
た
が
本

村
と
し
て
も
立
地
条
件
が
叶
え

ば
こ
の
よ
う
な
小
規
模
の
工
場

．
の
誘
致
が
で
き
る
の
で
は
な
い

か
、
そ
れ
が
で
き
れ
ば
あ
る
程

度
の
中
学
卒
業
生
の
県
外
就
職

を
さ
し
止
め
ら
れ
る
の
で
は
な

い
か
と
考
え
た
の
で
あ
る
。
次

に
婦
協
の
件
に
つ
い
て
は
責
任

者
と
な
る
者
が
減
る
と
い
う
こ

と
に
は
そ
の
裏
に
何
か
あ
る
の

で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

十
分
の
教
育
委
員
会
に
於
て
研

究
の
要
が
あ
る
と
思
う
。
青
少

年
教
育
の
件
も
一
応
了
承
で
き

る
が
現
在
社
会
教
育
主
事
は
一

名
欠
員
で
一
人
で
や
っ
て
お
り
・

と
て
も
事
務
に
追
わ
れ
て
指
導

・
が
で
き
ぬ
と
い
う
村
民
の
声
も
…

聞
く
こ
の
点
も
十
分
考
慮
し
て

、
い
た
だ
き
た
い
。
次
に
仲
ノ
原
．

の
工
業
用
水
分
水
地
の
工
事
も

（舞！蕊弩）．∫
響

）－，（

景寸会
F

質
問
と
答
弁
　
　
来
月
で
い
よ
い
よ
完
成
と
聞
く
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
が
同
地
区
附
近
の
美
化
に
つ
い

　
　
　
　
離
農
者
の
対

　
　
　
　
　
　
　
　
　
て
県
に
吊
し
合
を
し
た
こ
と
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
る
か
ど
う
か
伺
い
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
黒
木
村
翁
　
県
の
建
設
局
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
申
し
入
れ
を
し
て
お
り
近
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
美
化
作
業
が
始
め
ら
れ
る
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
な
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
。
答
瀬
清
葵
議
員
　
又
江
野
地

　
　
　
　
　
　
　
　
　
区
の
護
岸
改
修
工
事
は
昨
年
十

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
月
の
定
例
会
で
一
部
地
元
負

　
　
　
　
　
　
　
　
　
担
で
年
次
計
画
で
局
部
改
修
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
計
画
と
聞
い
た
が
そ
の
後
ど
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
っ
て
い
る
か
。
次
に
農
業
構

　
　
　
　
　
　
　
　
　
造
改
善
事
業
に
関
連
し
て
農
家

　
　
　
　
　
　
　
　
　
経
営
維
持
資
金
の
利
子
補
給
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
い
て
五
〇
〇
万
円
に
対
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
分
三
厘
で
あ
る
が
こ
の
主
旨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
と
一
般
農
民
に
周
知
の
方
法
並

　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
ど
の
程
度
貸
付
を
う
け
て
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
か
伺
い
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
。
黒
木
村
長
　
又
江
野
地
区
護

　
　
　
　
　
　
　
　
　
岸
の
改
修
は
昨
年
申
し
上
げ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
と
お
り
年
次
計
画
で
実
施
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
り
本
年
度
大
体
一
〇
〇
万
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
工
事
量
と
な
っ
て
い
る
。
御

　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
承
知
の
よ
う
に
現
在
二
三
野
地

　
　
　
　
　
　
　
　
　
区
は
道
路
の
拡
巾
工
事
申
で
派

　
　
　
　
　
　
　
　
　
出
所
下
附
近
か
ら
農
協
附
近
ま全会一致で可決

　
　
　
　
　
二

　
　
　
　
　
　
魚

で
川
べ
り
の
方
が
拡
張
さ
れ
る

よ
う
に
設
計
が
変
更
の
様
で
そ

う
な
る
と
護
岸
の
状
態
が
変
る
．

と
思
う
。
県
と
し
て
は
道
路
の

拡
巾
工
事
が
終
っ
て
長
期
永
久

的
な
工
事
を
し
た
い
と
い
う
意

向
を
も
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る

。
中
田
産
業
課
長
　
農
家
の
経

営
維
持
資
金
の
利
子
補
給
の
こ

と
に
つ
い
て
農
家
が
実
際
に
事

業
を
や
ろ
う
と
な
る
と
資
金
が

必
要
と
な
る
。
近
代
化
資
金
、

農
業
改
良
資
金
な
ど
い
ろ
い
ろ

あ
る
け
れ
ど
も
借
入
れ
が
野
々

容
易
で
な
い
農
家
が
改
善
事
業

を
お
こ
し
て
も
軌
道
に
乗
る
こ

と
が
で
き
ず
中
途
で
挫
折
し
た

と
い
う
農
家
も
従
来
方
々
に
あ

る
の
で
こ
れ
ら
の
農
家
を
実
際

に
軌
道
に
乗
せ
る
ま
で
の
維
持

資
金
と
し
て
貸
付
け
を
行
っ
て

い
た
だ
き
た
い
と
い
う
こ
ど
で

東
郷
農
協
、
函
迫
農
協
、
美
々

津
農
協
か
ら
集
ま
っ
て
貰
い
貸

付
の
規
則
を
制
定
し
て
い
た
だ

い
た
次
第
で
あ
る
。
貸
付
の
条

件
、
限
度
等
は
規
則
に
明
記
さ

れ
て
い
る
。
．
一
般
農
民
に
対
す

る
周
知
方
法
と
し
て
は
区
長
会

に
説
明
し
組
合
長
に
詳
し
く
印

刷
配
布
し
て
末
端
ま
で
の
周
知

徹
底
を
図
っ
て
い
る
。
現
在
の

借
入
者
は
ま
だ
一
名
も
な
い
様

で
あ
る
。

二
、
昭
和
三
十
八
年
度
決
算
に
係
る
主
要
な

施
策
の
成
果
に
関
す
る
概
況
説
明
書

　
一
、
決
算
の
規
模

昭
和
三
十
八
年
度
各
会
計
の
決

算
規
模
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
あ

る
。

　
一
般
会
計

才
入

　
一
二
七
、
三
七
一
、
九
六
〇
国

構
出
，

　
一
一
一
、
．
六
九
三
ハ
四
四
三
円

差
引

　
　
一
五
、
六
七
八
、
五
一
七
円

特
別
会
計

国
民
健
康
保
険
事
業
勘
定

日
入

　
　
一
九
、
九
一
〇
、
〇
一
九
円

才
出

　
　
一
五
、
六
六
〇
、
〇
九
九
円

差
引

　
　
四
、
二
四
九
、
九
二
〇
円

国
民
健
康
保
険
診
療
施
設
勘
定

才
入

　
一
四
、
〇
四
四
、
二
七
四
円

石
礫

　
一
二
、
六
七
〇
、
二
五
八
円

差
引

　
　
一
、
三
七
四
、
〇
一
六
円

各
会
計
の
決
算
規
模
を
昭
和
三

十
七
年
度
決
算
と
比
較
す
る

．
と
、
西
入
に
お
い
て
は
一
般
会

計
で
、
一
三
、
八
五
八
、
七
九

二
円
（
一
二
・
二
％
）
、
特
別
．

会
計
国
民
健
康
保
険
事
業
勘
定

で
二
〇
五
、
八
五
六
円
（
丁
〇

四
％
）
同
じ
く
診
療
施
設
勘
定

で
六
二
七
、
○
八
三
円
（
四
・
七
．

％
）
と
全
般
に
逐
年
増
加
の
傾
・

向
に
あ
り
村
民
一
人
当
り
各
会

計
合
計
で
才
入
一
六
、
〇
六
四

円
、
才
出
一
三
、
〇
一
二
円
と

な
り
前
年
度
と
比
べ
る
と
王
入

で
一
、
二
三
五
円
貞
、
才
出
で
八

○
八
円
増
加
し
て
い
る
。
こ
の

こ
と
は
昭
和
三
十
三
年
度
か
ら

昭
和
三
十
七
年
度
ま
で
過
去
五

年
間
の
決
算
額
の
平
均
を
一
〇

〇
と
す
る
指
数
で
み
て
も
才
入

目
四
七
（
前
年
度
一
五
一
）
、

才
出
噛
三
七
（
前
年
度
一
五
四
）

と
稽
鈍
化
し
た
と
は
い
え
相
当

の
伸
び
を
示
し
て
い
る
。

二
、
決
算
の
収
支

昭
和
三
十
八
年
度
決
算
の
才
入

才
出
の
差
額
、
つ
ま
か
形
式
収

支
の
状
況
は
一
般
会
計
一
・
五
、

六
七
八
、
五
一
七
円
、
特
別
会

計
国
民
健
康
保
険
事
業
勘
定

四
、
二
四
九
、
九
二
〇
円
、
同
診

療
施
設
勘
定
一
、
三
七
四
、
〇

一
六
円
と
各
会
計
と
込
そ
れ
ぞ

れ
黒
字
で
あ
る
。

た
だ
し
、
才
入
中
の
繰
入
金
と

前
年
度
繰
越
金
を
差
引
い
た
実

質
収
支
は
一
般
会
計
コ
、
五

四
〇
、
三
〇
三
円
、
特
別
会
計

国
民
健
康
保
険
事
業
勘
定
△
三

八
二
、
．
六
九
六
円
、
同
診
療
施

穀
勘
定
△
八
三
二
、
三
二
二
円

と
な
り
独
立
採
算
を
原
則
と
す

る
特
別
会
計
に
お
い
て
は
、
そ

の
還
恩
に
今
後
更
に
意
を
用
い
、

る
必
要
が
あ
る
。

三
、
糸
入

④
村
税
村
税
の
思
入
総
計
に

対
す
る
収
入
割
合
は
前
年
度
の
、

一
七
．
一
四
％
に
比
し
三
十
八

年
度
は
一
六
・
八
三
％
鈍
化
し

て
い
る
が
、
こ
の
傾
向
は
近
年

引
続
い
て
の
現
象
で
あ
り
村
民

税
の
平
準
化
に
伴
な
う
本
文
方

式
へ
の
統
一
等
で
更
に
こ
の
状

態
は
続
く
も
の
と
思
わ
れ
る
。

村
税
の
収
入
を
増
大
し
税
収
が

昭和38年度税目別徴収実績

同左の内訳

現年度分謡講
劃に

収
罵
る
合

増
す
割

収入済額土定二目税

　　　　％

20・99

21・12

52・

昌，．稔r95．鎗

話．741ウ，．勇

，4．5g「蕊丁浸；

　千円
2。856

13。184

千円
3．475

15．377

4188

名
実
と
も
に
村
の
基
本
的
才
入

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
脇

の
根
幹
と
な
る
為
に
は
村
民
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝

得
の
飛
躍
的
伸
び
に
期
待
し
又

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

国
の
地
方
税
制
改
革
に
待
た
な

　　

@　

@　

@　

@　

@　

ｩ

け
れ
ば
実
現
出
釆
な
い
が
、
現

段
階
と
し
て
は
抜
本
的
手
段
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
層

し
て
課
税
客
体
の
適
正
把
握
と

　　

@　

@　

@　

@　

@　

t

・
村
税
滞
納
の
防
止
に
努
力
を
傾

．
注
し
た
。
既
ち
昭
和
三
十
八
年
職

度
は
固
定
資
産
評
価
替
へ
の
基

　　
@　
@　
@　
@　
@　

陣
年
度
に
当
る
た
め
資
金
五
九

五
千
円
と
税
務
職
員
年
聞
事
務

量
の
二
五
％
の
労
ヵ
を
投
入
し

課
税
客
体
把
握
の
た
め
の
固
定

資
産
の
評
価
を
実
施
し
た
。
　
　
ソ

村
税
滞
納
防
止
の
落
蓋
的
方
針

．
と
レ
て
は
現
年
度
分
を
優
先
し

て
徴
収
す
る
こ
と
と
し
て
滞
納

の
累
積
を
防
止
し
、
滞
納
繰
越

分
の
徴
収
に
つ
い
て
は
滞
納
の

0
　
0
　
8
　
　
原
因
を
究

　
　
　
　
　
　
匝

　
　
　
　
　
　
2

1005．34911003．549

97●641　97●64801

86・90i

　　　　　　l

Z4・80

98・94　　39●0ε

93・07　　28・5∠
叢

　　820

　　947

8．066．

固定資産税

軽自動車税

たばこ消費税

電気ガス税

木材引取税

国民健康保険税

ω
地
方
交
付
税

当
初
予
算
額
三
四
、
○
○
○
、

○
○
○
円
に
対
し
て
決
算
額
は

四
四
、
六
六
六
、
○
○
○
円
と

一
〇
、
六
六
六
、
0
0
0
円
増

加
し
た
が
、
こ
れ
は
こ
こ
数
年

来
毎
年
六
実
施
さ
れ
る
公
務
員

の
給
与
改
訂
に
要
す
る
経
費

と
、
一
面
に
は
地
方
公
共
団
体

の
行
政
水
準
の
向
上
を
図
る
趣

旨
か
ら
基
準
財
政
需
用
額
の
引

上
げ
に
よ
る
も
の
、
及
び
特
別

地
方
交
付
税
の
見
積
り
外
増
収

で
あ
る
。

㈹
公
営
企
業
及
び
漏
壷
収
入

予
算
額
一
二
、
一
一
八
五
、
〇
九

〇
円
に
対
し
て
決
算
額
は
二

〇
、
九
九
九
、
九
六
〇
円
と
大

巾
に
収
入
が
増
加
し
て
い
る

が
、
そ
の
殆
ん
ど
が
立
木
売
払

代
金
収
入
で
あ
り
、
こ
れ
は
又

そ
の
大
部
分
を
官
行
造
林
分
収

．
金
で
占
め
て
い
る
。

明
し
て
納

税
義
務
者

と
纏
得
つ

く
で
納
税

計
画
書
の

捻
出
を
求

め
、
毎
月

部
落
に
出

張
し
て
集

合
徴
収
を

行
な
い
計

画
納
税
を

強
力
に
推

進
し
た
。

尚
、
税
目

別
の
昭
和

三
十
八
年

度
に
お
け

る
徴
収
実

績
は
上
表

の
と
お
り

で
あ
る
。

ω
国
庫
支
出
金
及
び
県
支
出
金

村
民
福
祉
の
進
展
を
図
り
、
公

共
施
設
の
整
備
拡
充
は
限
ら
れ

た
自
主
財
源
に
よ
っ
て
は
そ
の

進
捗
も
容
易
で
な
い
の
で
制
度

と
し
て
あ
る
国
県
支
出
金
を
積

極
的
に
導
入
し
、
自
己
財
源
を

留
保
し
つ
つ
事
業
の
拡
充
を
図

っ
た
。

㈲
村
債

決
算
額
六
、
七
〇
〇
、
○
○
○

円
は
、
教
育
施
設
と
し
て
坪
谷

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ジ
ア
イ

・
駕
　
　
　
　
　
　
覧
智

紅
．
轡
げ
歌

i

渓
川
の
真
白
川
原
に
わ
れ
等
み
て

　
　
　
　
　
　
　
　
う
ち
た
た
へ
た
り
山
の
紅
葉
を

も
み
ち
葉
の
い
ま
照
り
に
ほ
ふ
秋
山
の

　
　
　
　
　
　
　
　
澄
み
ぬ
る
姿
さ
び
し
と
そ
見
し
．

牧

見
お
ろ
せ
ば
迫
サ
て
深
き
山
峡
の

　
　
　
　
　
　
　
　
か
げ
り
つ
め
た
き
森
の
も
み
ち
葉

1
～
一
p
一
！
一
！
！
1
・
r
♪
ー
ー

⑥
そ
の
他

そ
の
他
分
担
金
負
担
金
、
使
用

料
手
数
料
、
寄
附
金
、
雑
収
入

等
の
才
入
に
つ
い
て
も
、
財
政

秩
序
の
確
立
と
負
担
区
分
の
明

確
化
に
意
を
用
い
住
民
の
税
外

負
担
の
軽
減
に
努
め
た
。

一
、
産
業
経
済
部
門

ω
農
業
費

農
業
の
基
盤
を
整
備
し
、
主
産

地
を
育
成
し
、
「
近
代
的
な
自
立

経
営
農
家
を
育
成
す
る
た
め
編

成
さ
れ
た
予
算
の
執
行
を
な
し

た
が
そ
の
主
な
も
の
を
挙
げ
れ

ば
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

ω
主
な
る
予
算

①
土
じ
よ
う
病
害
虫
防
除
の
徹

一
底
　
　
　
・

②
病
害
虫
防
除
態
勢
の
確
立

③
果
樹
及
び
特
用
作
物
の
栽
培

　
推
進

④
製
業
近
代
化
推
進
の
た
め
の

　
制
度
金
融
に
対
す
る
利
子
補

　
給

⑤
経
済
団
体
及
び
そ
の
他
関
係

　
団
体
の
育
成
強
化

以
上
ま
と
め
て
野
業
費
の
決
算

額
が
四
、
六
六
〇
千
円
と
な
っ

た
が
、
そ
の
中
で
果
樹
共
同
防

除
施
設
補
助
二
八
○
千
円
が
未

執
行
と
な
っ
た
の
は
四
十
年
度

に
お
い
て
実
施
せ
ん
と
す
る
農

業
構
造
改
善
事
業
の
中
で
行
な

う
よ
う
延
期
し
た
た
め
で
あ

る
。

　
尚
、
未
確
定
で
あ
っ
た
農
村

電
気
導
入
補
助
、
東
郷
村
農
業

協
同
組
合
整
備
借
入
金
利
子
補

助
そ
の
他
に
つ
い
」
て
は
、
そ
れ

ぞ
れ
適
当
な
る
金
額
を
追
加
し

て
事
業
の
執
行
を
な
し
た
。

㈲
主
な
る
実
績

①
昭
和
三
十
八
年
産
米
の
収
穫

　
高

　
早
期
水
稲

　
　
　
　
　
　
ぱ

　
　
一
＆
曹
×
署
鳶
1
1
ま
け

水

　
普
通
水
稲

　
　
自
ミ
×
§
書
“
一
噛
0
8
け

　
　
叩
〒
　
偽
δ
ぎ
～
一
噸
ま
け

②
政
府
売
渡
数
量
三
三
六
t

③
直
播
栽
培
状
況

　
早
期
水
稲
三
塁
普
通
水
稲
七

　
加
計
十
加

④
早
期
水
稲
後
作
栽
培
状
況

　
ば
れ
い
し
ょ
十
三
加

　
え
ん
ば
く
四
加
．

　
そ
の
他
四
十
八
加

の
病
害
虫
防
除

　
①
土
じ
よ
う
線
虫
防
除

　
　
庭
田
開
拓
（
県
単
事
業
）

　
　
　
一
一
加

　
　
申
山
組
合
（
パ
イ
ロ
ッ

　
　
ト
）
二
肋

「　
　
寺
迫
〃
（
〃
）
三
加

［
計
　
＋
六
肋

・
②
黄
い
病
防
除

　
　
畦
畔
周
辺
一
二
〇
加
ご
回

　
　
防
除

⇔
防
除
機
具

　
三
十
八
年
度
に
購
入
し
た
も

　
の
の
累
計

　
動
力
噴
霧
機
八
台
累
計
き
台

　
・
手
動
高
圧
五
台
累
計
ヨ
陶
台

　
背
負
式
撒
紛
機
十
四
台
累
計

　
」
＝
ハ
九
台

　
〃
噴
霧
機
（
台
累
計
葦
九
台

　
動
力
撒
紛
機
十
五
台

　
そ
の
他
一
四
十
台

㈱
農
村
亀
気
導
入
事
業
（
ウ
ト

　
　
ギ
日
田
尾
）

　
　
総
事
業
費
二
、
八
○
○
千

　
　
円
戸
数
二
五
戸

8
み
か
ん
植
栽
面
積
一
一
加

⑧
畜
産
業
費

．
畜
産
経
営
の
近
代
化
を
は
か

る
た
め
、
近
代
化
資
金
の
導
入

に
よ
る
指
導
や
、
飼
料
作
物
栽

培
奨
励
、
放
牧
地
改
良
事
業
の

奨
励
を
行
な
っ
た
。

偶
振
興
費

　
農
業
構
造
改
善
事
様
を
実
施

す
る
た
め
現
在
の
東
郷
村
の
農

業
の
姿
を
再
確
認
し
、
最
も
近

代
的
に
長
期
的
な
社
会
発
展
に

即
応
す
る
農
業
の
経
営
形
態
を

理
論
的
、
現
実
的
な
立
場
か
ら

農
業
構
造
改
善
審
議
会
及
び
入

郷
四
ケ
村
と
共
に
研
究
、
検
討

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
襲
聴
離
翻
軸
簾

…
れ
な
い
が
、
農
萎
に
対
す
る

「
将
来
の
農
業
形
態
に
つ
い
て
啓

蒙
指
導
を
実
施
し
た
こ
と
は
農

業
者
が
理
論
的
に
意
慾
の
向
上

一を

}
る
、
と
哲
来
る
捲
つ
に

　
　
噛
実
習
　
．
三
六
晦
胤

　
㊨
作
二
業
二
〇
且

　
　
　
　
謝
　
一
二
〇
時
間

　
㈲
先
知
地
視
察

N
　
・
到
　
　
鹿
児
島
県
末
吉
町

　
「
4
用
額
二
二
、
一
八
七
円
に

生
節
の
節
約
に
よ
る
も
の
で
あ

る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－

㈲
林
巣
費
に
つ
い
て
・
・

ω
　
本
村
の
特
産
物
で
あ
る
優

秀
な
し
い
に
け
を
馨
遠
魍

磁
話
馳
錘
禦
驚

　
公
開
す
る
た
め
品
評
会
を
実

　
施
し
た
。

㈲
　
民
有
林
の
造
林
推
進
の
た

　
め
共
同
分
収
造
林
を
進
め
、
．

　
＝
一
、
〇
七
加
の
実
績
を
あ

・
げ
三
六
、
一
二
Q
円
の
補
助

　
金
を
交
付
し
た
。

㊨
　
林
業
青
年
育
成
の
た
め
、

　
淋
業
指
導
講
習
所
及
び
日
田

　
林
業
地
帯
に
二
名
派
遣
し
て

　
林
業
技
術
を
修
得
せ
し
め
た

⇔
し
い
た
け
栽
培
に
つ
い
て

　
は
、
し
い
た
け
生
産
施
設
八

　
棟
に
対
し
、
補
助
金
を
交
付

　
し
た
。

㈱
先
進
地
視
察
に
つ
い
て
は
、
、

　
書
林
者
八
名
を
大
分
県
日
田

　
及
び
国
東
方
面
に
派
遣
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
造
林
及
び
し
い
た
け
生
産
販

｝な

ﾁ
た
効
果
は
大
き
い
そ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
売
状
況
を
視
察
研
修
せ
し
め

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
・
た
・

　
　
　
予
算
額
四
二
ご
、

配
め
、講

継
階
麟
難
難

　難

欄
蜩

寄
手
。
あ
。
・
麗
臨
隙
鱗
鋭
塊
　
．

四
二
・
八
ご
二
円
支
出
し
不
用
　
ω
　
耕
地
事
業
に
つ
い
で
は
日

額
二
二
、
八
一
七
円
を
生
ご
　
　
業
の
近
代
化
を
図
る
た
め
、

た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
農
道
及
び
か
ん
が
い
施
設
の

主
な
事
業
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
整
備
を
必
要
と
す
る
個
所
に

　
ω
研
修
生
　
二
六
名
　
　
　
　
　
つ
い
て
夫
々
補
助
事
業
、
融

　
　
補
導
員
　
　
一
名
　
　
　
　
　
資
事
業
、
地
元
単
独
事
業
に

　
㈲
学
　
習
　
一
ケ
月
　
　
　
　
　
つ
き
設
計
及
び
指
導
を
行
な

　
　
　
　
　
　
　
六
Q
時
間
　
　
い
次
の
隠
田
を
施
工
し
た
。

、

ノ

ド
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昭
和
三
十
九
年
度

　　

@　

@
総
合
文
化
祭
開
催
要
項

　
一
、
趣
旨
　
－

　
　
東
郷
村
文
化
の
向
上
と
産
業

　
の
発
展
の
た
め
、
毎
年
続
け
て

き
た
文
化
祭
も
各
団
体
並
び
に

　
一
般
村
民
の
協
力
に
よ
り
、
そ

の
内
容
も
充
実
し
益
々
成
果
を

挙
げ
て
い
る
。
太
年
度
は
さ
ら

に
広
く
一
般
の
参
加
を
求
め
、

、
よ
り
よ
い
文
化
行
事
を
実
施
し

て
村
民
に
発
表
と
鑑
賞
の
機
会

を
与
え
る
と
と
も
に
相
互
の
融

和
親
睦
を
は
か
り
一
段
と
郷
土

の
発
展
に
努
め
る
た
め
総
合
文

化
祭
を
開
催
す
る
。

二
、
主
催

東
郷
村
東
郷
村
教
育
委
員
会

三
、
期
日

　
昭
和
三
十
九
年
十
二
月
五
日

　
　
・
六
日

四
、
会
場
　
　
、

　
東
郷
小
学
校
、
東
郷
申
学
校

五
、
実
施
方
法
及
び
内
容

　
総
合
文
化
祭
は
部
落
文
化
祭

　
と
中
央
文
化
祭
に
分
け
て
実

　
施
す
る
。

　
ω
申
央
文
化
祭

　
　
A
展
示
の
部

　
　
　
展
示
は
部
落
文
化
祭
に

　
　
お
け
る
優
秀
な
展
示
品
と

　
　
中
皿
く
文
化
祭
の
展
示
品
を

　
　
併
せ
行
な
う
。

　
　
　
学
芸
品
展
。
村
勢
郷
土

　
　
畏
。
農
産
品
展
。
林
産
品
．

　
　
展
。
特
産
品
展
。
畜
産
品

　
　
展
。
衛
生
展
。
生
花
展
。

　
　
農
協
展
◎
商
工
会
室
。
婦
．

　
　
人
室

　
　
B
実
演
及
び
相
談

　
　
実
演
は
農
機
具
及
び
家
庭
」

　
　
用
品

　
　
相
談
は
育
児
。
家
族
計
画

　
　
。
成
人
病

　
　
C
競
技
の
部

　
　
小
学
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
。
珠

　
　
算
競
技
。
青
年
駅
伝
・
中

　
　
学
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
。
バ
レ

　
　
ー
ボ
ー
ル

　
ω
部
落
文
化
祭

　
　
部
落
文
化
祭
は
、
中
央
文

　
　
化
祭
に
準
じ
て
行
な
い
部

　
　
落
の
特
性
を
充
分
と
り
入

　
　
れ
る
。

　
　
尚
家
庭
菜
園
の
審
査
。
水

　
　
稲
の
坪
刈
。
甘
し
よ
、
馬

　
　
歯
し
よ
等
の
坪
ほ
り
等
も

　
　
実
施
す
る
こ
と
。

六
、
行
事
日
程

　
十
二
月
四
日
正
午
出
品
物
の
・

　
受
付
展
示

　
十
二
月
五
日
午
前
九
時
開
展

　
　
小
学
生
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
。

　
　
畜
産
一
翼
。
珠
算
競
技
。
バ

　
　
レ
ー
ボ
ー
ル

　
十
二
月
六
日

　
　
申
学
生
ロ
ー
ド
レ
：
ス
。

　
　
青
年
駅
伝
。
演
芸
会

　
　
展
示
物
は
す
べ
て
正
午
閉

　
　
展

　
　
十
二
時
三
十
分
表
彰
式

七
、
表
彰

　
ω
部
落
文
化
祭
は
個
人
表
彰

　
ω
中
央
文
化
祭
は
、
公
民
館
、

　
及
び
団
体
表
彰
、
個
人
特
別

　
出
品
物
は
す
べ
て
参
加
賞

　
（
但
し
審
査
の
あ
る
も
の
は

　
優
等
。
一
。
二
。
三
等
）

　
競
技
は
一
。
二
。
三
等
と
参
．

　
加
賞

　
学
芸
品
は
参
加
賞

　
林
産
物
は
優
等
。
一
。
二
。

　
三
等
と
参
加
賞

　
畜
産
は
指
導
展
示

八
、
農
林
産
品
等
の
出
品
種
目

　
並
び
に
数
量

そ
さ
い
、
大
根
、
白
菜
（
十

三
株
）
里
い
も
（
二
十
個
）

ご
ぼ
う
、
に
ん
じ
ん
（
五
本
）

ね
ぎ
（
一
束
三
十
備
ま
わ

り
）
ば
れ
い
し
ょ
（
二
十

個
）
ほ
う
れ
ん
そ
う
（
一
束
）

し
ょ
う
が
（
三
株
）
雑
穀
、

豆
類
（
ニ
リ
ッ
・
ト
ル
）

果
実
類
　
み
か
ん
（
一
五
K
）

か
き
（
六
個
）
く
り
（
ニ
リ

　
ッ
ト
ル
）

林
産
物
し
い
た
け
（
四
百

グ
ラ
ム
）
木
炭
（
一
俵
）

特
産
品
　
ラ
ミ
ー
（
一
匂
）

、
ま
ゆ
（
二
〇
〇
ρ
）
茶
（
二

士
留
r
棲
み
そ
（
四
。
L

　
9
）
し
ょ
ゆ
う
油
（
○
・
四
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

‘
）
　
　
　
　
　
　
一

九
、
出
品
物
に
つ
い
て
の
注
意
…

翻
三
論
霧
錨
婦

　
②
出
品
物
は
包
装
を
厳
重
一

　
　
に
、
公
民
館
単
位
に
ま
と

　
　
め
て
搬
入
の
こ
と

十
、
中
央
文
化
祭
に
出
品
す
る

　
も
の
は
、
部
落
文
化
祭
に
お

　
い
て
三
等
ま
で
入
賞
し
た
も

　
の
を
出
品
し
、
さ
ら
に
申
央

　
文
化
祭
で
審
査
す
る
。
部
落

　
文
化
祭
で
入
賞
し
た
も
の
で

・
中
央
文
化
祭
に
出
品
す
る
場

　
合
は
、
品
種
名
。
出
品
者
が

　
同
じ
で
あ
れ
ば
、
展
示
品
は

　
は
新
し
い
む
の
と
交
換
し
て

出
品
す
る
こ
と
が
で
き
る

昭
和
三
十
九
年
度

村
民
体
育
大
会
成
績
表

継
走
の
部

　
男
子
八
○
○
吻

　
　
①
鶴
野
内
1
分
4
4
秒
7

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
新
）

　
　
②
小
野
田
③
坪
谷

　
女
子
四
〇
〇
解

　
　
①
坪
谷
1
分
3
秒
5

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
新
）

　
　
②
鶴
野
内
③
福
瀬

　
男
子
年
令
別

　
　
①
小
野
田
2
分
2
2
秒
0

．
　
　
　
，
　
　
　
（
新
）

　
　
③
仲
深
③
福
地

　
女
子
年
令
別

　
　
④
寺
迫
1
分
5
9
秒
7

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
新
）

　
　
②
鶴
野
内
　
③
田
野

　
職
域
対
抗
継
走

　
　
山
陰
郵
便
局
5
1
秒
2

個
人
記
録
の
部

　
男
子
一
〇
〇
翅

　
　
2
5
才
未
満

　
鶴
野
内
　
向
山

　
　
　
　
1
2
秒
2

　
仲
　
深
荒
砂

　
　
　
　
1
2
秒
2

25
`
5
0

　
小
野
田
　
都
甲

　
　
　
　
1
3
秒
2

豹
～
5
5

　
坪
　
谷
　
富
山

　
　
　
　
1
5
秒
2

5
～
0

　
ろ
　
　
　

　
羽
　
坂
　
寺
原

　
　
　
　
1
3
秒
6

40

`
4
5

　
小
野
田
　
木
村

　
　
　
　
1
3
秒
4

45

`
5
0

　
小
野
田
．
即
言

　
　
　
　
1
5
秒
4

　　　　　 　新和新幹
）彦）雄

裕
吉

　
和新
正）勲

誠
㎜

（
新
）

春
美

50

ﾋ
以
上

小
野
田
野
原
　
亀
夫

　
　
　
　
　
1
6
秒
0

．
男
子
ご
○
○
加

　
　
鶴
野
内
向
山
幹
雄

　
　
　
　
．
2
5
秒
1
（
新
）

男
子
一
、
五
〇
〇
翅

　
　
寺
　
迫
　
橋
口
　
　
固

　
　
　
4
分
2
8
秒
8
（
新
）

男
子
五
、
○
○
○
剛

　
　
寺
迫
黒
木
恒
仁

　
　
　
1
7
分
2
9
秒
4
（
新
〉

男
子
一
〇
、
○
○
○
翅

　
　
寺
迫
黒
木
恒
仁

　
　
　
3
5
分
4
8
秒
8
（
新
）

男
子
走
高
跳

　
　
小
野
田
笙
瀬
　
　
太

　
　
　
　
　
1
解
6
7
（
新
）

男
子
走
巾
跳

　
　
福
瀬
田
辺
貞
芳

　
　
　
　
　
5
翅
4
7
（
新
）

男
子
砲
丸
投

　
　
小
野
田
　
泥
谷
　
吉
人

　
　
　
　
　
1
1
勉
綿

女
子
八
○
吻

　
2
5
才
未
満

　
　
小
野
田
高
木
佳
子

　
　
　
　
　
1
2
秒
2

　
2
5
～
3
0

　
　
坪
谷
　
田
中
文
子

　
　
　
　
　
1
3
秒
1

　
5
0
～
蕊

　
　
越
表
山
床
ス
ミ
子

　
　
　
　
　
1
3
秒
3

　
5
～
0
　
．

　
ろ
　
　
　

　
　
田
野
口
田
ツ
ェ
子

　
　
　
　
　
1
5
秒
3

　
4
0
～
4
5

　
　
鶴
野
内
　
寺
田
ス
カ
レ

　
’
　
　
1
3
秒
3
」

　
4
5
才
以
上
’

　
　
田
野
　
田
中
ウ
メ
子

　
　
　
　
　
1
4
秒
2

女
子
一
〇
〇
鋭

　
　
坪
谷
．
寺
原
幸
美

　
　
　
　
　
1
5
秒
4
（
新
）

女
子
走
高
跳

　
　
鶴
野
内
　
寺
田
好
美

　
　
　
　
　
1
魏
1
7
（
新
）

女
子
走
巾
跳

　
　
小
野
田
高
木
佳
子

　
　
　
　
　
4
翅
2
7
（
新
）

女
子
砲
丸
投

　
　
　
　
　
　
　
　
P
　
　
　
　
．

小
野
田
村
田
仁
重

　
　
　
9
翅
8
5
（
新
）

●

牧
水
祭
入
選
歌

　
佳

　
　
　
川
南
町
　
長
谷
川
亀
次
．

行
商
よ
り
帰
り
太
陽
風
呂
に
汗

流
す
や
ま
に
入
る
日
の
い
ま
だ

ま
の
あ
り

　
　
　
　
日
向
市
　
山
本
　
信

電
気
釜
の
ス
イ
ッ
チ
入
れ
ば
老

い
づ
き
て
目
ざ
め
の
早
き
わ
が

つ
と
め
と
す

　
　
　
川
南
町
　
日
高
　
竹
堂

あ
き
は
ぜ

秋
沙
魚
の
釣
れ
る
頃
な
り
こ
の

　
　
　
え
　
ご
　
　
く
さ
む
ら

あ
た
り
入
江
の
叢
鈴
虫
多
し

　
　
　
高
鍋
町
　
佐
々
木
久
子

西
陽
映
ゆ
防
風
林
の
十
次
碑
に

赤
き
カ
ン
ナ
の
ひ
と
つ
咲
き
を

り

O

越
　
智
　
渓
　
水
選

　
　
　
小
野
田
　
本
多
茂
雄

出
水
に
荒
れ
た
る
藪
の
ひ
と
む

ら
に
曼
珠
沙
華
の
花
ひ
そ
と
咲
、

き
お
り

　
　
　
北
郷
村
甲
斐
葉
末

亡
き
夫
の
優
し
き
ま
な
ざ
し
想

い
つ
つ
遺
族
扶
助
料
い
た
だ
き

て
丸
く

　
　
　
坪
谷
中
　
矢
野
　
政
志

泳
げ
る
子
魚
追
い
と
る
子
忌
を

令
す
子
夕
日
お
つ
る
を
い
ま
だ

気
付
か
ず

　
　
　
　
川
南
国
立
療
養
所

　
　
　
　
　
　
　
和
田
　
裕
光

・
木
も
れ
陽
の
射
し
来
ぬ
名
藤
井
｝

確
下
説
近
く
ボ
ー
ト
遭

　
　
　
越
、
表
児
玉
．
　
引

窓
の
外
の
大
根
の
芽
に
落
ち
か

か
る
皐
生
栗
拾
い
て
溝
を
う
ち

た
り

　
　
　
中
水
流
　
川
戸
千
代
子

か
ぜ

台
風
去
り
て
秋
風
匂
う
真
昼
間

を
羽
ゆ
っ
た
り
と
と
ん
ぼ
と
び

交
う

　
　
　
越
　
表
　
石
垣
ア
キ
ノ

虫
の
音
の
あ
ら
う
が
ご
と
く
ふ

り
そ
～
ぐ
夜
ご
と
夜
ご
と
を
月

さ
え
に
お
り

　
　
　
山
口
県
大
森
勢
一
郎

ふ
ち
さ
と
の
尾
鈴
な
つ
か
し
旅

に
あ
り
て
見
る
山
脈
に
想
い
連

ら
な
る

　
　
　
　
亨
・
・
一
響
‘
昌

◇
菊
か
お
る
文
化
の
日
に
村
民

　
体
育
大
会
が
東
小
グ
ラ
ウ
ン

　
ド
で
開
催
さ
れ
て
盛
会
狸
に

　
終
っ
た
こ
と
は
御
同
慶
に
堪

　
え
．
な
い
。

◇
澄
み
切
っ
た
晩
秋
の
青
空
に

　
日
の
凡
の
旗
が
秋
風
に
は
た

　
め
く
下
に
、
老
い
も
若
き
も
・

　
男
も
女
も
う
ち
つ
れ
て
集
い

　
に
集
い
、
農
民
と
い
わ
ず
商
‘

　
人
と
い
わ
ず
公
務
員
も
学
生
…

子
連
犠
鷲
の
．
砺
2

瞬
、
万
雷
の
拍
手
、
天
に
と
皿

　
ど
ろ
く
歓
声
、
地
に
溢
れ
る

　
爆
笑
、
幾
干
の
応
援
の
村
民

も
会
場
の
雰
囲
気
に
と
け
こ

記

補助事業県

単ほ場整備

融資事業
〃
　
〃
　
〃
　
〃

融資事業

　〃

融資事業

融深事業

融資事業

補助事業
小団地農道
補修事業

　496千円

1．316千円

1．433千円

　815千円

　7ω千円

　273千円

1go千円

　680千円

　↑01千円

　1m千円

　79千円

　54千円

248千円

1．5DO干円

　758千円

478甥

603鋭

540翅

620卿

1ケ所

　65翅

1．000醜

　12〔〕甥

　450”

1ケ所

〃
　
〃

865翅

鹿農道
葉野〃

落
稲

〃

〃

内
　
　
谷

野
　
　
内

鶴
　
　
下

水
路
道
路
道
工
工
工
高
水
事

窯
農
水
晶
絶
対
鯉

墾
木
原
用
鰹
羅

深
萩
庭
回
河
内
門
前
か
田
下

58年施工

　　〃

〃

〃
　
　
〃
　
　
〃
　
　
〃
　
　
〃
　
　
〃
　
　
〃
　
　
〃
　
　
〃
　
　
〃
　
　
〃

57年施工

38年施工

18・853千円

●，

計一合

㈲

隷
臓
鑛
輕
醗
罫
瓢
パ
講
、
順
調
罐
舖
躾
整
ゆ
嘱
工

170千円

286千円

548千円

124千円

125千内

46〔〕千円

600千円

177千円

182干円

516干円

261千円

186千円

18翅

1ケ所

1ケ所

24翅

17翅

19甥

1ケ所

1ケ所

伽
媚
働
伽

記

下仲瀬水路

中水流頭首工

福士頭首工

鹿瀬畦畔

上村畦畔

中ノ原水雲

鳥川橋梁

屋敷田頭首工

深谷水路

鳥川農地

寺迫水路

向ク原水路

⊥
笹
・
…
η
⊥
汐
ゐ
⊥
汐
⊥
⊥
・
…
⊥
7
マ
…
ユ

36年災

　〃

57年災

38年災

〃
　
　
　
〃
　
　
　
〃
　
　
　
〃
　
　
　
〃
　
　
　
〃
　
　
　
〃
　
　
　
〃
、

5．649千円の

計

鱗
辮
壌
五
大
A
．
墨

◇
大
会
長
の
黒
木
村
長
は
開
会

　
式
の
挨
拶
の
中
で
、
オ
リ
ン

　
ぜ
ッ
ク
は
「
よ
り
速
く
、
よ

り
高
く
、
よ
り
強
く
」
を
指

向
し
て
い
る
が
、
本
大
会
は

「
よ
り
楽
し
く
、
よ
り
仲
よ

①

②

③

④

⑤
⑥．

⑦

園圃の鼓笛隊を先登に堂々の入場

村民体育大会開会式

1万米の勇者黒木君のゴールイン

グラウンド1ぱいの婦協のおどり

女子400米継走と応援の顔！顔／顔／

老人クラブの方々の団体競技

優勝チームに栄光の優勝旗授与

　
く
、
よ
り
気
持
よ
く
、
」
を

　
モ
ッ
ト
ー
と
し
た
い
と
述
べ

　
た
。
誠
に
至
言
で
あ
る
。

◇
村
民
体
育
大
会
を
開
く
所
以

　
の
も
の
は
人
に
よ
っ
て
、

　
そ
の
意
味
づ
け
は
異
な
る
で

　
あ
ろ
う
が
、
そ
の
基
調
と
な

　
る
も
の
は
村
民
の
総
親
和
の

掛
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
は

　
な
か
ろ
う
か
。
勿
論
よ
り
高

き
も
の
を
、
よ
り
強
き
も
の

　
を
、
よ
り
速
き
も
の
を
希
う

　
こ
と
が
大
事
な
要
素
で
あ
る

　
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
こ

　
と
で
は
あ
る
が
、
村
民
こ
ぞ

　
っ
て
楽
し
く
仲
よ
く
気
持
よ

　
＼
参
加
す
る
こ
と
を
先
づ
第

　
一
義
と
し
た
い
。
・

　
　
艘
』
か
ざ
す
菊
の
蕾
や
文

｛
化
の
日

’

、

竪
麟
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